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４．議 事

（１）挨拶

・関東地方整備局 道路部長

（２）審議

令和４年度新規事業候補箇所の新規事業採択時評価

・新規事業候補箇所の選定の考え方

・新規事業候補箇所説明資料

一般国道１７号 本庄道路（Ⅱ期） 

一般国道１７号 中村交差点立体 

一般国道１９号 塩尻拡幅 



＜委員からの主な意見等＞

■令和４年度新規事業候補箇所の新規事業採択時評価

○一般国道１７号 本庄道路（Ⅱ期）

・新規事業化については妥当である。 

・当該地域の国道１７号は大型車交通量が多く、渋滞している状況。

周辺地域に観光地等も点在していることから、バイパス整備による

大型車交通の転換により、観光面での整備効果も期待される。 

・交通渋滞による所要時間ばらつきも課題であり、このバイパス整備

が「移動時間の信頼性の向上」に寄与するものと考えられる。 

○一般国道１７号 中村交差点立体

・新規事業化については妥当である。 

・周遊観光拠点へのアクセス道路の渋滞解消につながる事業であり、

その整備効果は広域に及ぶものと考えられる。 

・渋滞緩和は CO2 の削減や脱炭素にも寄与するので、今後のストック

効果として検討すべきである。 

・便益計算結果以上に、実態の整備効果は高いものと考えられる。事

業を進めるにあたっては、このような整備効果も含めて地域に説明

することが重要である。 

○一般国道１９号 塩尻拡幅

・新規事業化については妥当である。

・地方創生の観点から、拡幅事業により歩道の狭隘区間を解消するな

ど、安心安全な地域作りを進めていくことは重要である。 

・通学路に指定されているのに歩道が狭いため、その対応は急務だと

感じる。早期に改善していくことが必要である。 

・この拡幅事業にあわせて、地域と連携しながら無電柱化や自転車道

整備を進めることに期待する。 

以 上


